
　

月
９
日
か
ら
開
幕
す
る
「
粉
体
工
業
展
大
阪
２
０
１
３
」
。
材
料
開
発
の
基
盤
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
粉
体

技
術
に
関
す
る
最
新
鋭
機
器
や
先
端
技
術
が
結
集
す
る
。
好
転
す
る
景
況
感
を
背
景
に
、
出
展
小
間
数
が
前
回

年
大
阪

展
を
上
回
る
勢
い
を
み
せ
る
な
ど
、
そ
の
技
術
進
化
に
期
待
が
集
ま
る
。
そ
こ
で
、
「
若
手
人
材

の
育
成
を
通
し
て
粉
体
の
基
礎
技
術
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会
の
大
川
原
会
長

に
、
協
会
活
動
の
現
状
や
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。
ま
た
、
大
阪
粉
体
工
業
展
委
員
会
の
菅
原
一
博
委
員
長

に
同
展
開
催
の
狙
い
や
見
ど
こ
ろ
を
た
ず
ね
た
。

協会活動今後の取り組み「大阪展２０１３」みどころ
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
川
原
武
会
長
日
本
粉
体
工
業
技
術
協
会

菅
原
一
博
委
員
長
大
阪
粉
体
工
業
展
委
員
会 若手人材の育成に全力基礎技術、継承・発展狙う

産
学
官
の
交
流
を
促
進
新
た
な
試
み
も
実
施
出
会
い
の
場
な
ど

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 １０月７日 月曜日 　　

　　
　　

　
―
粉
体
技
術
が
関
係
す
る

業
界
の
景
況
感
は
い
か
が
で

す
か
。

　
「
国
内
景
気
は
、
前
年
度

後
半
か
ら
の
円
安
基
調
に
よ

る
株
価
上
昇
や
輸
出
環
境
の

改
善
、
金
融
緩
和
政
策
な
ど

か
ら
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ

る
。
当
協
会
は
粉
体
機
器
・

装
置
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
販
売

会
社
を
は
じ
め
材
料
、
化

学
、
食
品
、
薬
品
、
鉱
業
な

ど
の
粉
体
を
取
り
扱
う
企

業
、
建
設
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
事
業
な
ど
粉
体
技
術
に

関
す
る
企
業
、
官
学
界
の
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
。
広

範
な
産
業
の
基
盤
技
術
と
し

て
受
け
る
景
況
感
は
さ
ま
ざ

ま
な
が
ら
、
一
般
的
に
機
器

や
装
置
メ
ー
カ
ー
は
お
お
む

ね
半
年
か
ら
１
年
遅
れ
で
景

気
の
変
化
を
実
感
す
る
と
言

わ
れ
る
」

　
―
粉
体
関
連
技
術
に
お
け

る
研
究
・
開
発
動
向
は
。

　
「
当
協
会
が
取
り
組
ん
で

い
る

ユ
ー
ザ
ー
視
点
と
実

際
の
設
計
に
役
立
つ
分
科
会

活
動

お
よ
び

ナ
ノ
物
質

へ
の
検
討
・
対
応

は
昨
年

か
ら
の
継
続
課
題
。
前
者
は

各
分
科
会
が
定
性
的
な
現
象

の
定
量
・
規
格
化
を
進
め
、

洗
浄
性
や
安
全
性
な
ど
ユ
ー

ザ
ー
に
役
立
つ
技
術
情
報
を

収
集
し
発
信
し
て
い
く
。
後

者
は
ナ
ノ
粒
子
の
利
用
面
と

ナ
ノ
物
質
の
リ
ス
ク
面
で
、

関
連
す
る
分
科
会
や
委
員
会

を
中
心
に
討
議
を
重
ね
て
い

る
。
ナ
ノ
物
質
検
討
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
製
造
ラ
イ

ン
で
の
リ
ス
ク
管
理
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
。
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の
原
料

微
粒
子
や
製
造
プ
ロ
セ
ス
の

現
状
を
把
握
し
、
課
題
抽
出

と
問
題
定
義
に
取
り
組
む
」

　
―
「
粉
体
工
業
展
大
阪
２

０
１
３
」
へ
の
出
展
申
し
込

み
が
盛
況
だ
っ
た
聞
い
て
い

ま
す
。

　
「
大
阪
展
は
今
回
で

回

目
の
節
目
の
開
催
と
な
る
。

出
展
は
１
７
９
社
・
団
体
、

５
７
３
小
間
と
、

年
開
催

し
た
前
回
の
大
阪
展
を
上
回

る
規
模
と
な
っ
た
。
東
京
出

展
に
力
を
入
れ
る
企
業
が
多

い
中
、
中
部
圏
か
ら
九
州
圏

へ
視
野
を
広
げ
、
粉
体
技
術

を
必
要
と
す
る
広
範
な
産
業

界
へ
ア
ピ
ー
ル
し
成
果
を
あ

げ
て
頂
き
た
い
。
そ
の
た
め

粉
体
工
学
会
秋
期
研
究
発
表

会
や
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
産
学
官
連

携
フ
ェ
ア
２
０
１
３
の
併
催

事
業
を
は
じ
め
多
様
な
魅
力

的
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
た
」

　
―
今
後
の
協
会
活
動
で
重

要
に
な
る
取
り
組
み
は
何
で

す
か
。

　
「
粉
体
技
術
各
プ
ロ
セ
ス

に
お
け
る

基
礎
技
術
の
継

承
と
発
展
―
若
手
の
人
材
育

成

を
メ
ー
ン
に
掲
げ
て
い

る
。
人
材
育
成
委
員
会
が
進

め
る

若
手
の
集
い

を
再

編
。
従
来
の
営
業
・
管
理
部

門
と
は
別
に
、
大
学
や
産
業

界
か
ら
若
手
の
研
究
者
や
技

術
者
を
招
き
、
市
場
動
向
や

顧
客
ニ
ー
ズ
な
ど
時
宜
を
得

た
話
題
を
テ
ー
マ
に
基
礎
技

術
研
究
の
重
要
性
を
広
く
認

識
し
て
い
た
だ
く
。
一
方
、

産
学
技
術
交
流
推
進
部
門
で

は
、
産
学
で
連
携
し
実
績
を

あ
げ
て
い
る
技
術
相
談
や
技

術
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
展
開
し

て
い
く
」

　　
　　

　
―
粉
体
技
術
業
界
が
直
面

し
て
い
る
経
済
状
況
は
。

　
「
日
本
経
済
は
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
上
昇
な
ど
景
気
好
転
を

支
え
る
材
料
が
徐
々
に
そ
ろ

い
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
好
況

を
実
感
で
き
る
分
野
は
限
定

的
と
言
え
る
。
そ
れ
に
東
日

本
大
震
災
の
影
響
は
残
っ
て

お
り
、
国
内
全
域
で
の
完
全

復
活
は
こ
れ
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、

粉
体
関
連
業
界
は
総
じ
て
活

力
が
出
始
め
、
新
た
な
需
要

へ
の
設
備
投
資
も
散
見
さ
れ

る
。
粉
体
技
術
は
、
既
存
産

業
か
ら
先
端
産
業
ま
で
、
広

範
に
日
本
経
済
の
基
盤
を
支

え
て
い
る
。
持
続
発
展
の
一

翼
を
担
う
た
め
に
も
一
層
の

進
化
を
果
た
す
べ
き
だ
と
考

え
る
」

　
―
大
阪
２
０

１
３
の
テ
ー
マ

お
よ
び
開
催
規

模
は
。

　
「

粉
づ
く

り
・
も
の
づ
く

り
・
夢
づ
く
り

―
粉
の
技
術

を
メ
ー
ン
テ
ー

マ
に

月
９
日

水

か
ら

日

金

の
３

日
間
、
イ
ン
テ

ッ
ク
ス
大
阪
１
・
２
号
館
で

開
催
さ
れ
る
。
日
本
粉
体
工

業
技
術
協
会
が
推
進
す
る
産

学
官
に
よ
る
情
報
提
供
や
最

新
の
分
析
機
器
・
装
置
、
粉

体
技
術
が
紹
介
さ
れ
る
。
出

展
状
況
は
１
７
９
社
・
団

体
、
５
７
３
小
間
が
参
画
。

そ
の
内
、
新
規
出
展
が

社

小
間
あ
り
、
全
体
の
有
料

小
間
数
で
見
る
と
前
回
展

年
度
大
阪
展

を

・

５
小
間
上
回
る
好
調
な
状
況

だ
。
粉
体
工
業
展
は
毎
年
、

東
京
と
大
阪
で
交
互
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
市
場
や
地
域
差
だ
け

で
な
く
両
展
示
会
の
特
徴
を

効
果
的
に
発
揮
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
出
展
各
社
も
地
域

事
情
に
応
じ
た
内
容
で
積
極

展
開
し
て
い
る
」

　
―
開
催
の
狙
い
と
注
目
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

下
さ
い
。

　
「
今
年
度
の
粉
体
工
業
展

大
阪
で
は
産
学
官
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
一
層
の
交
流
を
目
指

し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
力
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、

企
業
は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の

製
品
開
発
力
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
大

学
の
シ
ー
ズ
を
つ
か
む
き
っ

か
け
づ
く
り
に
、
従
来
の
併

催
事
業

産
学
官
連
携
フ
ェ

ア
ー
２
０
１
３

ニ
ー
ズ
と

シ
ー
ズ
の
出
会
い

や

技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー

を

メ
ー
ン
に
、

若
手
研
究
者

と
企
業
を
つ
な
ぐ
名
刺
交
換

会

お
よ
び

ユ
ー
ザ
ー
と

粉
体
研
究
者
の
出
会
い
の

場

と
称
し
た
新
た
な
試
み

を
実
施
す
る
。
企
業
は
敷
居

が
高
い
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
を

払
拭
し
、
先
生
方
も
企
業

ふ
っ
し
ょ
く

と
の
距
離
が
近
づ
く
こ
と
で

市
場
動
向
や
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
知
る
。
両
者
が
思
惑
や
価

値
観
を
共
有
し
て
こ
そ
新
た

な
成
果
が
得
ら
れ
る
。
今
回

の
展
示
会
で
は
産
学
官
連
携

に
よ
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

結
束
力
を
強
調
し
た
い
。
さ

ら
に

東
北
地
方
応
援
企

画

と
し
て
、
特
別
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
即
売
会
ブ

ー
ス
な
ど
を
企
画
、
東
北
地

域
の
復
興
支
援
を
行
う
」


